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０
２
４
年
４
月
２
日
に
開
催

さ
れ
た
経
済
財
政
諮
問
会
議

に
お
い
て
、
内
閣
府
は
「
財

政
・
社
会
保
障
の
長
期
試
算
」
を
公
表

し
た
。

　
こ
の
長
期
推
計
は
、「
中
⻑
期
的
に
持

続
可
能
な
経
済
社
会
の
検
討
に
向
け
て

②
」（
以
下
「
長
期
試
算
」）
で
示
さ
れ

た
も
の
で
、
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ

き
、
２
０
６
０
年
度
ま
で
の
マ
ク
ロ
経

済
・
財
政
・
社
会
保
障
の
姿
を
試
算
し

て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
一
つ
、「
現
状
投

影
シ
ナ
リ
オ
」
で
は
、
30
〜
60
年
度
に

お
け
る
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
前
提
を

０
・
５
～
０
・
７
％
程
度
と
し
て
い
て
、

直
近
の
景
気
循
環
（
12
年
Ⅳ
期
～
20
年

Ⅱ
期
）
に
沿
っ
た
シ
ナ
リ
オ
に
な
っ
て

い
る
。

　
今
後
の
社
会
保
障
制
度
改
革
の
本
丸

は
医
療
・
介
護
だ
。
医
療
・
介
護
給
付

費
の
伸
び
は
、
①
人
口
構
成
の
変
化
や
、

②
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
な
ど
の
単
価

の
伸
び
の
ほ
か
、
③
そ
の
他
要
因
（
医

療
の
高
度
化
等
）
な
ど
の
影
響
を
受
け

る
。
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
な
る
の
は
、
現

状
投
影
シ
ナ
リ
オ
の
う
ち
、
③
の
医
療

費
な
ど
の
伸
び
で
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

を
考
慮
し
た
１
％
と
考
え
る
の
が
比
較

的
妥
当
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
19
年
度
に
８

・
２
％
で
あ
っ
た
医
療
・
介
護
給
付
費

（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
）
は
、
40
年
度
に
10
・

２
％
、
60
年
度
に
13
・
３
％
に
上
昇
す

る
試
算
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
長
期
試
算
で
は
医
療
・
介
護

の
社
会
保
険
料
負
担
や
公
費
負
担
の
推

計
も
示
し
て
い
る
。
同
シ
ナ
リ
オ
で
は
、

19
年
度
に
４
・
８
％
で
あ
っ
た
医
療
・

介
護
の
社
会
保
険
料
負
担
（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
）
は
、
40
年
度
に
５
・
７
％
、
60
年

度
に
７
・
２
％
に
上
昇
す
る
。
こ
の
試

算
結
果
の
通
り
、
60
年
度
の
医
療
・
介

護
の
社
会
保
険
料
負
担
（
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
）
が
19
年
度
の
１
・
38
倍
と
な
る
場

合
、
19
〜
60
年
度
に
か
け
て
、
医
療
・

介
護
の
社
会
保
険
料
率
が
38
％
増
加
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

23
年
11
月
の
財
政
審
の
建
議
で
も

「
報
酬
改
定
や
医
療
・
介
護
の
制
度
改

革
に
着
実
に
取
り
組
み
、
全
体
と
し
て
、

雇
用
者
報
酬
の
伸
び
の
範
囲
に
医
療
・

介
護
の
給
付
の
伸
び
を
収
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
記
載
さ
れ
、「
こ
ど
も
未

来
戦
略
」
脚
注
の
保
険
料
率
抑
制
の
閣

議
決
定
も
あ
る
。
政
府
は
、
医
療
・
介

護
給
付
費
の
伸
び
を
制
御
す
る
「
医
療

版
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
な
ど
、
具

体
的
な
制
度
導
入
を
検
討
す
べ
き
だ
。
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2060年度の医療保険料率などの増加分
（対19年度比）

38%増

２


